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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】令和2年11月13日(2020.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変表示を行うことが可能であり、遊技者にとって有利な有利状態に制御可能な遊技機
であって、
　前記有利状態とは異なる状態であって遊技者にとって有利な特殊状態に制御可能な特殊
状態制御手段と、
　前記特殊状態に制御される頻度を高めた特別状態に制御可能な特別状態制御手段と、
　前記有利状態に制御されやすい所定状態に制御可能な所定状態制御手段と、を備え、
　前記有利状態として、第１有利状態と、該第１有利状態より有利な第２有利状態と、を
含み、
　前記特別状態制御手段は、
　　前記特別状態として、第１特別状態と、該第１特別状態よりも有利度が高い第２特別
状態とに制御可能であり、
　　前記第１特別状態において、前記第２特別状態と比べて、特定領域に遊技媒体が進入
困難となるように制御し、
　前記所定状態であって前記第２特別状態である状態において前記第２有利状態に制御さ
れた場合、該第２有利状態の終了後に前記所定状態であって前記第２特別状態である状態
に制御され、
　前記所定状態であって前記第２特別状態である状態において前記第１有利状態に制御さ
れた場合、該第１有利状態の終了後に前記所定状態でない状態であって前記第１特別状態
である状態に制御され、
　前記所定状態であって前記第２特別状態である状態において前記有利状態に制御される
場合、前記第１有利状態と比べて高い割合により前記第２有利状態に制御される
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
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（手段Ａ）本発明による遊技機は、可変表示を行うことが可能であり、遊技者にとって有
利な有利状態に制御可能な遊技機であって、前記有利状態とは異なる状態であって遊技者
にとって有利な特殊状態に制御可能な特殊状態制御手段と、前記特殊状態に制御される頻
度を高めた特別状態に制御可能な特別状態制御手段と、前記有利状態に制御されやすい所
定状態に制御可能な所定状態制御手段と、を備え、前記有利状態として、第１有利状態と
、該第１有利状態より有利な第２有利状態と、を含み、前記特別状態制御手段は、前記特
別状態として、第１特別状態と、該第１特別状態よりも有利度が高い第２特別状態とに制
御可能であり、前記第１特別状態において、前記第２特別状態と比べて、特定領域に遊技
媒体が進入困難となるように制御し、前記所定状態であって前記第２特別状態である状態
において前記第２有利状態に制御された場合、該第２有利状態の終了後に前記所定状態で
あって前記第２特別状態である状態に制御され、前記所定状態であって前記第２特別状態
である状態において前記第１有利状態に制御された場合、該第１有利状態の終了後に前記
所定状態でない状態であって前記第１特別状態である状態に制御され、前記所定状態であ
って前記第２特別状態である状態において前記有利状態に制御される場合、前記第１有利
状態と比べて高い割合により前記第２有利状態に制御されることを特徴とする。
（手段１）他の遊技機は、可変表示を行うことが可能であり、遊技者にとって有利な有利
状態（例えば、大当り遊技状態）に制御可能な遊技機であって、有利状態とは異なる状態
であって遊技者にとって有利な特殊状態（例えば、小当り遊技状態）に制御可能な特殊状
態制御手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５６０におけるステップＳ３５９
～Ｓ３６１を実行する部分）と、特殊状態に制御される頻度を高めた特別状態（例えば、
ＫＴ状態）に制御可能な特別状態制御手段（例えば、遊技制御用マイクロコンピュータ５
６０におけるステップＳ２２０８Ａ，Ｓ２２１４Ａ，Ｓ２２１８Ａ，Ｓ２２２０Ａ，ステ
ップＳ２２０８Ｂ，Ｓ２２１４Ｂ，Ｓ２２１８Ｂ，Ｓ２２２０Ｂを実行する部分）とを備
え、特別状態制御手段は、特別状態として、第１特別状態（例えば、第１ＫＴ状態）と、
該第１特別状態よりも有利度が高い第２特別状態（例えば、第２ＫＴ状態）とに制御可能
であり、第１特別状態に制御する場合に、第２特別状態に制御する場合と比べて、特定領
域（例えば、特殊入賞口２４）に遊技媒体（例えば、遊技球）が進入困難となるように制
御し（例えば、第１ＫＴ状態では高ベース状態に制御して可変入賞球装置１５の開放時間
が長くなるように制御することにより、特殊入賞口２４に入賞しにくくする）、第２特別
状態に制御している場合において有利状態に制御されたときに、該有利状態を終了した後
に高い割合により第２特別状態に制御可能である（例えば、図３３に示すように、高確率
／第２ＫＴ状態に一旦制御されると、６５％の割合で確変大当りとなって再び高確率／第
２ＫＴ状態に制御される）ことを特徴とする。そのような構成によれば、特別状態に制御
する場合の遊技性の単調さを解消でき、遊技の興趣を向上させることができる。
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